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近代の認識形式としての視覚優位性
- 視覚と空間･主体//客体･知･表象を中心として- 1)






















果の一部である (研究課題名 :知的営為としての (異)文化研究に関わる研究 ;研究者 :
丸山真純 ;課題番号 :15730247)0

















0 は じ め に
｢異文化コミュニケーション論｣は科学技術の発達などによる地球の相対
的縮小に伴う,文化背景が異なる人々への意識の高まりと,そうした人々と
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学の発明である (テッサ ･モーリス-鈴木,1996年 ;戟,1999年).
























3)日本文化論 ･日本人諭に向けられた批判については,例えば,吉野 (1997年),杉本 ･












































W･クロスビー (2003)はその著書 『数量化革命 :ヨーロッパ覇権をもた
らした世界観の誕生』のなかで,この視覚の特権化について,時間 (機械時







































































































































































































































































と二通 りの意味があるが,ここにも ｢見る｣ことが ｢理解すること｣すなわち ｢知る
こと｣ と密接に関わるという文化的バイアス (視覚優位文化)が見られると考えるこ
とができる (高山,2002年)0



















作 ･管理 ･支配することによって,それを従属させる対象 (客体)になる｡
従属させるとは対象 (自然)を人間の手中に (というより ｢目の中に｣の方
が適切かもしれない)収めることを意味する24)｡よく知られているように,

































128 経 営 と 経 済


































































の特徴 として,(1)学問 (近代科学);(2)機械技術 ;(3)生の表現として






(HP ｢哲学の劇場｣)｡この対象を操作 ･支配 ･管理する点については ｢人
間中心主義｣,つまり,人間が世界の主人 (主体) となることとして,すで
に述べたことである｡
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本論文を結ぶに当たり,本研究から示唆される以下の二点を指摘すること
にしたい｡第一は,ハイデガーの世界像という指摘,つまり,こうした主客
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